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　　　　ロ シ ア 近代文学 に お ける

ユ ー トピ ア ・ コ ー ドと終末 の コ ー ド
ω

井 　 　桁 　 　貞　 　義

1−O 分析の 視点 ： ア メ リカ の 研 究老 ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダーは ， 注 の 1）に 挙

げた ロ シ ア の a 一
ト ピ ア 文学 の うち シ チ ェ ル バ ー

ト フ （9），
ブ ル ガ ー リ ン

（21， 24， 25）， ウ ル ィ ブ イ シ ＝ フ （18）， オ ドー エ フ ス キ イ （36）の 作 品を取

り挙 げて 詳 し く分析 して い る 調 その 分析の 視点は 次 の よ うな もの だ 。

　 i） ユ ー
ト ピ ア 人 の 性質 。 道徳観な ど 。

　 ii） ユ ー ト ピア の 風 景 。 厳密な 都市構造か 田園か ， な ど。

　iii）社会倒度 （教育／国家組織／家 と家族／教会）。

　iv）科学 とテ ク ノ ロ ジ ー
。

　 V ）文学上 の 考察。

　 こ の 5 つ の 視点は それぞれ の ユ ー
ト ピ ア 像 を 捉 え る に あた っ て 有効 な もの と

思わ れ る 。 私達は ， まず ， こ の 方法に な ら っ て ， しか し対象 とす る 時期 は 拡大

し ， 18世紀か ら19世紀末 ま で の ロ シ ア 近代文学全体の 中の ユ ー トピ ア 文学 の 大

ぎな流れ をつ か み ， そ の ア ウ ト ラ イ ン と研究上 の 問題点を捉 え る こ とに 努め た

い
。

1− 1 ユ ー トピア人 の 性質 ： ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダ ーの 指摘に よ れ ば ，
シ チ ェ

ル バ ー ト フ （9 ）， ウ ル ィ ブ n シ ニ フ （18） お よび ブル ガ ー リ ン の 『あ りそ う

もない 夢物語』 （24） に お い て 観察 され る の は ユ ー
トピ ア 人た ち の 道徳心 ， 理

性 の 高度 な 発達 で あ る 。
い っ ぽ うブ ル ガ ー リ ン の 他の 2作 お よ び オ ドー

ヱ フ ス

キ イの 『4338年』 （36）で は ， 人間性 に 大 きな変化は 見 られ ない ， とされ る 。

こ の 指摘 は 正 しい
。

　 整理 して 言 うな ら，
ロ シ ア の ユ ー

ト ピ ア 文学に は ， 人間の 変化 を語 る もの と

語 らない もの とが ある 。 そ し て 同一 の 作家で も， 作 品に よ っ て 描 き方の 異 な る

場合 も見 られ る ， とい うこ とに な る 。

　最初 に 述べ た よ うに ， 私達は 考察の 範囲を拡大 し な が ら ， こ こ で は 人間 の 変

化 を語 る もの に つ い て ， さ らに 分類 して み よ う。
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  卩 シ ア の ユ
ー

ト ピ ア 文学史上 ， 最 も初期 の 作品で ある ス マ P − ＝ フ （2 ）で

は ， 皇帝は 人民の 福祉の み に 心 を砕 き， 聖職者は 善行 の 規範 を示 し ， 裁判官は

賄賂 を受け る こ ともな く， 徒食者は 軽蔑され ， 飲 酒や 蛮行 も うとん じ られ る 。

こ れ は シ チ ェ ル バ ー
ト フ 型 の ユ ー トピ ア の 先行者 とい え よ う。

シ チ ェ ル バ ー ト

フ 以後 に 理性的存在へ の 変化を 語 る もの と して は た とえば チ ェ ル ヌ ィ シ ェ
ー フ

ス キ イ （41）を思い 出す こ とが で きる。

  理 性的人間 とい うよ りも， 愛に よ る変容を説 く作 品 の 系譜を も追 うこ とが で

ぎる 。
マ ル コ 福音書12章33節を 引用す る作 品 は リ ョ

ー
フ シ ン （10）， ソ ロ グ ー

プ （37）， ドス トエ ー
フ ス キ イ （43， 47） と追 うこ とが で きる 。 愛に よ る統治

は シ チ ェ ル バ ー トフ （9）， ウル ィ ブ イ シ ェ フ （18） に お い て も 語 ら れ て い

る 。

  オ ドー
エ フ ス キ イ （23）で は 地 球 と太陽の 合体の 日ま で に 人間は い わ ば根源

的な変容を終 えて い る。 不 完全 と偏見の 時代は 病気 と ともに 駆 逐 さ れ ， 「地球

は 全能の 王 者た ち だ け の すみ か とな っ て い る」 とい う。 地 球 と人 間の 物理的変

化 を語 る 『悪霊』 の キ リ
ー一・P フ の 言葉 （45）は こ の 〈超人 たち の 共 同体〉の 系

譜 に つ な が る （そ の 世 界 の 詳 しい 描写は ない け れ ど も）。

  他方 ，
ユ ー

ト ピ ア を 黄金時代と して 回想す る系譜が あ る 。 罪を持た ぬ 原初の

人 々 の 調和 した 世界を 描 くエ ミ ン （3 ， 4 ， 5），
ヘ ラ ス コ フ （6 ， 11， 14），

リ ョ
ー フ シ ン （10）， リヴ ォ フ （15），　ゴ ン チ ャ ロ

ー
フ （40）， 　ドス トエ ー フ ス

キ イ （38， 45， 46， 47）が こ こに は い る 。

1−2 ユ ー トピア の 風景 ：前項    の よ うに ，
ロ シ ア が描か れ る場 合 ， それ は

家父長制の 農村の 風景で あ る こ とが多い
。

ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダ ー
に よ れ ば ，

西欧 の ユ ー トピ ア 文学は 明瞭に 境界づ け られ た 都市 と して 描か れ る こ とが多 く，

シ ン メ ト リカ ル な計画 の もと， 人 口 調整を実施 しつ つ ビル デ ィ ン グを 建設す る ，

こ れ に 対 して ，
ロ シ ア の ユ ー ト ピ ア 文学で は ア ン チ ・ア ーバ ン 感清が顕 著に 観

察 され る ， とい う。
シ チ ェ ル バ ー

ト フ （9 ）の よ うに 大都市解体 と 自然 へ の 回

帰を メ ッ セ ージ の 一 つ とす る作品 を 見る とき ， こ の 指摘は 正 しい もの の よ うに

思われ る 。 だ が ，
ブ ル ガ ー リ ン （21）， オ ドー エ フ ス キ イ （36．彗星 に よ る破

壊を予定 して い る か ？）を考慮す る と ぎ， こ の や やわ か りや す す ぎる 閉安に は

留保 が必要 で ある と考え られ る 。

　 ロ シ ア 近代文学 に お い て 注 目すべ ぎ こ と と し て く実現 した ユ
ー

ト ピア と して

の ペ テ ル ブ ル グ〉 とい う問題が ある 。
ロ モ ノ

ー
ソ フ （1）， ジ ェ ル ジ ャ

ー ヴ ィ

ン （8 ），
パ ー

チ ュ シ コ フ （16）， ヴ ャ
ー ゼ ム ス キ イ （17， 26）， な どか らプ ー
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シ キ ン （30）に 向か う頌詩 の 系譜が こ れ で ある （ペ テ ル ブル グ の イ メ ー ジ に つ

い て は 2 − 1 お よび 3− 2 も参照）。

1−3 社会制度 ： ロ シ ア の ユ
ー

ト ピ ア 文学 に お い て は ， 社会改革の 力が全 く無

視 され て い る ， ウ ル ィ ブ イ シ ェ フ （18） と ブル ガ ー リ ン （24）以外で は ， 同時

代 の 社会 と＝
一

トピ ア の 社会 ヴ ィ ジ ョ ン に 根木的 な違 い は 認め られ ない ， とい

うの が ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダー の 結論で あ る 。 しか し私達は 考察の 範囲 を 拡大

す る結果 ， この 点に 賛成す る こ とは で きな い
。 た とえ ば ス マ ロ ー コ フ （2 ）で

は 政権 の 中心 に は 国家評議会が 置か れ ， 軍隊 は こ れ に 属す る軍事委員会に よ っ

て 統率 され る 。 裁判は 法に 則 り， 迅 速に 遂行 され る 。 教育に よ っ て 学問 ， 芸術

工 芸に た い す る尊敬の 心 が養わ れ ，道徳心 が植 え付け られ る 。 こ れ らすべ て の

描写は 同時代の 社会へ の 批判を 主 た る モ チ ー フ と して い よ う （なお か つ
， 西 欧

の ユ
ー 1・ピア 文学 に 匹敵す る ほ どの 精密な社会設計が 見 ら れ な い ， 「国家 の 制

限が 少ない ほ ど良い と され る」 とい う指摘に は ， ある観 度同意すべ ぎか もしれ

な い ）。

〔31

　多 くの 作品 が法 の 遵守に 触れ て い る点は ， 現実批 判 と い う面 か ら 注 日 され

る 。 自然法に よる長老支配 （10） も見 られ る が ， 裁判制度， 賄賂の 否定 ， ある

い は ま た 法の 前 で の 平等 に つ い て は 繰 り返 し語 られ て い る （2 ， 13， 18， 24，

25な ど）。

　宗教 。
シ チ ェ ル バ ー ト フ （9 ） と ウ ル ィ ブ イ シ ェ フ （18） に お い て ， と もに ，

宗教は 啓示宗教か ら思索 と明証性 とに 基づ くもの へ と移行 して い る 。
ノ イ エ ン

シ ュ ヴ ァ ン ダーは こ こ に トマ ス ・モ ア の 『ユ
ー

ト ピ ア 』 の 影 を 見て い る 。

1：4｝

1−4 　科学とテ ク ノ ロ ジ ー ： ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダ ーに よ れ ば ，
ロ シ ア の ＝…

“一

ト ピ ア 文学に お い て は ， 西 欧 に お い て 問題 とな る 宗教 と科学 の 均衡を とる とい

うモ チ
ー

フ を 見い だ す こ とが で きない ， 宗教 が 語 られ る と き科学は 問題 と な ら

ず ， 科学 が テ
ー

マ とな る とき宗教 は 問 われ る こ とが ない ， とい う。
こ の 観察は

追認 で きる 。

　近 代 ロ シ ア の ユ
ー

ト ピ ア 文学 全体を見 る とき， 科学 の 評価に つ い て きわ め て

強い コ ン ト ラ ス トを認め る こ とが で きる
。

ス マ ロ
ー

コ フ （2 ）に お い て 科学 は

価値あ る もの とされ て い る が ， リ ョ
ー

フ シ ン （10）に お い て は 農業 と牧畜以外

の 営為 は 無益 とされ ， 科学 は 否定 され る 。 18世 紀に す で に こ の よ うに 見 られ た

科学評価の 対立 は や がて ， た とえ ば 19世紀60年代の チ ェ ル ヌ ィ シ ェ
ー フ ス キ イ

（41） と ドス トエ
ー

フ ス キ イ （42） との く水品宮〉 をめ ぐる ポ レ ミ ッ ク へ と持

ち越 され る 。
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1− 5 文学上の 考察 ：空 間 また は 時間的に 1輻て られ て い る 〈どこ に もな い 場所〉

を読 者に 物語 る に は ， 現実 の 世 界に い る読者 とユ … トピ ア とを架橋す る語 り手

ない し リア ラ イ ズ の 方法 が求め られ る。
ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダ ーの 分 析 した 作

品 の なか で は ， 航海 の 途 中で 嵐に あ っ て難破 す る シ チ ェ ル バ ー ト フ （9 ） の 設

定 が最も西 欧の 方法に 近い ， そ して こ れ とブ ル ガ
ー

リ ン （24）以外は み fs　rn シ

ア の 地 に ユ
ー

ト ピ ア を求 め て い るの が 特徴的だ ， と して い る 。 けれ ども リア ラ

イ ズ の 方法 ，
ユ

ー
ト ピア の 設定は ， 近代 ロ シ ア 文学全体を 見渡す 限 り， も っ と

ヴ ァ リ エ
ー シ ョ ン に 富 ん で い る と言わ な げれ ば な らない

。

　 リア ラ イ ズ の 方法 と して しば しぽ用い られ る の は く夢〉 （リ ョ
ー

フ シ ン 10，

ラ デ ィ
ー シ チ ェ フ 13， ソ P グ ー プ37，

ゴ ソ チ ャ ロ …
フ 40， チ ェ ル ヌ ィ シ ェ

ー
フ

ス キ イ41，
ドス トー＝ ・一一フ ス キ イ43， 45， 46， 47，

ツ ル e“
一
　p一ネ フ 50）， 〈難破〉

（シ チ ェ ル ー 〈　一一
ト フ 9 ，

ブ ル ガ
ー

リ ン 21），〈飛行〉 （リ ョ
ー フ シ ン 10， キ ュ

へ

』
リベ ーケ ル 20，　 ドス トエ ー フ ス キ イ47）な どが ある 。 な か に は く古書中の 物

語〉 （ブ ル が 一 リ ン 24）， 〈磁気催眠中の 手記〉 （オ ドー
エ フ ス キ イ36）， 〈阿想〉

（ドス ト エ ー フ ス キ イ38） も見 られ る 。

　 ユ ー トピ ア が設定 され る場所 と して は ， 前記ペ テ ル ブ ル グ以 外 で は 〈モ ス ク

ワ とペ テ ル ブ ル グに また が る都市〉 （36），
ロ シ ア の 農村 （37， 38， 40， 44，

52），

バ ル カ ン 半島 （28）， シ ベ リア （20）， 〈南極大陸〉 （9）， 〈他の 天 体〉 （7
一

星 を巡 る ， 10一 月 ， 46一 第 2 の 地 球）， 〈地 下〉 （24）， 〈ギ リシ ャ 多島海〉（45，

46） な ど 。
シ チ ェ ル バ ー

ト フ （9 ） で は P シ ア 各地 の 地名が 変え られ て 登 場 す

る 。

（5）

　 ユ
ー

ト ピ ァ が設定 さ れ る時代 と して は ， 〈ロ シ ア 改 革後300年〉 （18）， 〈29世

紀〉（21）， 〈2028年〉（25）， 〈3448年〉（28）， 〈4338年〉（36）， 〈幼年時代〉 （38，

40）， 〈3000年前〉（46）な ど 。

1−6　 3 つ の 理 念型 ： こ こ ま で 私達 は ノ イ エ ン シ ュ ヴ ァ ン ダ ー
の 研 究 を参考 に

しな が ら ロ シ ア の ユ ー
ト ピ ア 文学 を 追 っ て きた 。

こ こ で彼 の 研究を離れ る に あ

た っ て ， 1 −− 1か ら 】
− 4 ま で の 観察 を， も う一 つ の 次元 で 組 織化 す る視点 を

加 え て み た い
。

　す な わ ち ， 1 − 1 に お い て 理 性を 重要視す る テ ク ス トの 場合 ， 1 − 2 で は 都

市を ， 1 − 3 で は 市民社会 の 規則を ， 1 − 4 で は 科学 に 対 して プ ラ ス の 態度 を

志向す る傾 向が 強 く， 1− 1に お い て愛情 に よ る変容に 注 目す る テ ク ス 1・は 1
− 2 で 農村を ， 1 − 3 で 家父 長制的秩序 を ， 1− 4 で 科学 に 対す る マ イ ナ ス の

態度を志向す る傾 向が あ る。
い ま ， 今後 の 分析 の 作業仮説 と し て ， 前者を 「近
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代市民社会志向型」， 後者を 「ロ シ ア 共同体志向型」 と呼ぽ う。 そ して ロ シ ア

の ユ ー F ピ ア文学は こ れに と どま らず ， 第 3 の もの と して ， 人間の 根源的変容

を夢見 る， い わ ば 「超人／新入 の 共同体志向型」 とで も言 うべ きもの が存在す

る （23， 45）。 こ の 最後の もの は ， た と えば ク プ リ
ー

ン の ア ナ
ーキ ス トの 連合

体 『乾杯』 な どをは じめ ， 20世紀 の 多 くの 国 々 の た くさん の 作品 に つ な が る
。

　そ して こ れ らを 表現す る文学形式で あ る 1 − 5 に つ い て は ， 今挙げた 3 つ の

志向 との 明瞭 ， 必然的な 因果関係は 認め られ ない
。

2−0　ア ン チ ・ ユ ー トピア ： ユ ー
ト ピ ア 文学の 歴史 に お い て ロ シ ア が果 た した

貢献 と して ア ン チ ・ ア ーバ ン と ともに ア ン チ ・ ユ ー
ト ピア の 創設を挙げ る研究

者 もあ る 。

｛6） ユ
ー

ト ピ ア 文学 が 現 実世界 の 批 判 と し て 理想郷を 描 こ うとす る も

の で あれば ，
こ れ に 対 して ，

ユ ー ト ピ ア世界 の 批判を 目的 とす る ア ン チ ・ ユ
ー

ト ピ ア 文学は ， 理念的に は ， 先行す る ユ
ー

ト ピ ア 文学が 存在 し て は じめ て 成立

す る もの で あ る。
こ れ は 2 次的 な ，

メ タ ・ レ ヴ ェ ル の 高い ユ ー ト ピ ア 文学 と し

て 捉え られ るべ きもの で あ る 。

2−1 系譜 ：18世紀 の 頌詩の 歴史を 前提 と し ， こ れ を 批判 し ， そ こ に 描か れ た

ユ ー トピ ア の 光景か らの 排除 を物語 る プ ー
シ キ ン 『青鋼の 騎士 』 （30） は ， こ

の よ うな ，
ロ シ ア の ア ン チ ・ ユ ー

ト ピ ア 文学 の 早い 表れ の 1 つ だ ろ う。
ドス ト

エ ー
フ ス キ イ （42）が チ ェ ル ヌ ィ シ ェ

ー フ ス キ イ （41）を 前提 と して い る こ と

は 繰 り返 し指摘 され て きた 。
ドス ト r 一 フ ス キ イ （51） の 「大審問官詩劇 」 の

源泉は さ ま ざま なか た ち で 取 り上 げられ て きて い る が ，
ユ ー トピ ア の 系譜の な

か で
，

こ れ は カ ソ バ ネ ラ 『太陽 の 都』 の メ タ化 と し て 捉 え る こ とが で きよ う。

2−2　楽 園 追放 と集団的排除 ：言 うま で もな く， 20世紀に 至 っ て ， こ の 領域は

多 くの 追随老を．見い だす こ とに なる 。
い っ ぽ うさか の ぼ っ て み れ ば ， 物語 の 構

造 自体は 旧約聖 書に 見 る こ との で きる もの で あ る 。
『青銅の 騎士 』 中 ， 〈神の 怒

り〉 と言わ れ る の は こ の くジ ャ ン ル の 持 つ 記憶〉（パ フ チ ン の 用 語に よ る ） の

発現に ほ か な らない
。 〈ア ダ ム とイ ヴ〉 は ， や が て20世 紀の ザ ミ ャ

ーチ ン 以後

の ア ソ チ ・ ユ
ー

トピ ア に も記憶 され る こ とに な る 。

3−0　ユ ー トピア と終末 ： オ ドー
エ フ ス キ イ （23）やペ チ ョ

ー リ ン （32， 33），

ドス トエ ーフ ス キ イ （43）で は ， 終末が な ん らか の 変容 の 契機 とな っ て新た な

る世界の 誕生へ 向か う。
こ の 場 合 ， 終末は ＝ ・ 一 トピ ア 物語に 組み入 れ られ る

一

つ の 動機 と して の 機能を果たす 。
ヨ ー m ッ パ 文学 に は こ の タ イ ブ の 物語の 祖型
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の
一 つ と して 黙示 録が あ る こ とは い うま で もない

。
い っ ぽ う， こ の 物語の 構造

の うち， 変容／再生 の 契機を欠 き ， 終末 に よ っ て そ の ま ま物語が終わ る もの も

また ， 存在す る 。
つ ま り，

　 i）現実が なん らか の く改革〉を経 て ユ ー トピ ア へ 向か う， とす る もの 。

　 ii）現 実 が全 的破滅を通過 した の ち に ユ ー ト ピア へ 向か う， とす る もの
。

　iii）全的破滅を迎 えて ， 人間社会な い し世界が 終わ る ， とす る もの 。

　 これ らは どれ も 「我 々 は どこ か ら来て ， どこ へ 行 くの か 」 とい う問い か けに

対 して 人 間が 用意 して きた 〈物語 の 制度〉 として 捉え る こ とが で きる。

3− 1 系譜 ： ロ シ ア 文学に お い て 終宋の 物語 が 1820年代の 終わ りに 集中 して 現

れ る の は ，

一 つ に は そ の 背後に あ る ， 啓蒙主 義か ら ロ マ ン 主 義 へ の 移行 とい う

思想潮流 ない し文学流派 の 交替を示 した もの だ ろ う。 理 性 と啓蒙 の 咲 き誇る数

世紀の 描写 の あ とに 都市の 廃墟 ， 生 きと し生 け る もの 全 て の 滅亡 を 幻視 して し

ま うバ ラ ト ゥ イ ン ス キ イ の 詩 「最後の 死」 （22）は
，

こ の 事情を明瞭 に 表現 し

て い る 。
こ れを ， デ カ ブ リ ス ト以後の 反動期 に お け る詩人の 気分に の み 還元 す

る こ とは 文学史上 ， 正 し くない
。 そ して ま た ，

ロ シ ア に お い て もこ れに続 い て

現れ る ， 洪 水に よ る世界滅亡 の 物語は また ，
ヨ ー ロ ッ パ の 多 くの 卩 マ ン主義作

家の 好ん で 歌 う題材 の
一

つ だ っ た 。

3−2 終末の ス ケ
ール ： 1 − 2 で 述べ た ユ ー トピ ア と し て の ペ テ ル ブル グは ，

プ ー シ キ ン （29） また は フ ヴ ォ ス トフ を転回 点 と し て
， 〈消え行 く都市〉 ペ テ

ル ブ ル グ とし て ， 主 に 洪水 と結び付け られて ゆ く （31， 32， 34， 43）。 そ れ は ，

ロ マ ン主 義 に お い て ， 啓蒙一
科学

一
都市 とい う価値が失墜す る プ ロ セ ス とパ ラ

レ ル で あ る と考 え られ る。
ドス トエ ー フ ス キ イ で は 幾度か ， 空 中に 消え行 くペ

テ ル ブ ル グ とい う感覚が 語 られ る 。

［7）

　オ ドー エ フ ス キ イ （34）で は や は り1都市 の 滅亡 が物語 られ る の に 対 して ，

バ ラ ト ゥ イ ン ス キ イ （22）， オ ドー
エ フ ス キ イ （23） で は く終末〉 は 地上の 全

体に 及ぶ
。 さ らに ドス トエ ー

フ ス キ イ （43）で は ペ テ ル ブ ル グの 滅亡 の 洪水ば

か りで な く， こ の 世の 全体が滅び ， 新 しい 人 々 の 訪れ る夢 が語 られ る 。 また

『お か しな男の 夢』 （47） で は 同 じ滅亡 が ， 第 2 の 地 球の 社会全体の 解体 と し

て描か れて い る
。

3−3 終 末の 象 徴 ：ペ テ ル ブ ル グ を舞台 とする終末 の 物語 の 場 合 ， そ の シ ン ボ

ル とな る の は 多 く く洪水〉 で あ っ た
。 先に プー

シ キ ン （30）に つ い て ， 楽園追

放を 想起 した が ， こ こ で は 同時に ，物語 の 祖形 と して 〈ノ ア の 洪水〉 を思い 出

して お こ う。
プ ーシ キ ン で は また ，

ヨ ー 卩 ヅ パ 文学 に と っ て 伝統的なシ ン ボル
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〈黒死病〉 を扱 っ た 作品 もある （27）。
こ の ほ か オ ドー

エ フ ス キ イ （35） で は

〈ベ ン サ ム の 功利主 義〉， ドス トエ ー フ ス キ イ （43）で は 〈旋毛虫〉，
ドス ト エ

ー
フ ス キ イ （47） で は 〈旋毛虫，豚，疫病〉が ， そ して ツ ル ゲ ー

ネ フ （50）で

は V マ ン 主 義の 詩人 に も ど っ た か の よ うに ， 世界を お お う く洪水〉が ， 物 語を

終末 に 導 くシ ソ ボ ル と して機能 して い る 。 い っ ぽ う終末を描 きなが ら， そ の 契

機が 明示 され な い 作品 （バ ラ ト ゥ イ ソ ス キ イ22，
ツ ル ゲ ー

ネ フ 48）もある 。

3−4　リア ライズ の 方法 ： パ ラ D イ ン ス キ イ （22） で は 〈幻〉が ， また い く

つ か の 作品 に お い て く夢〉が （34， 43， 49）， 終末を く見 る〉 た め の 方法 と し

て 用い られ て い る 。

4−0　研 究方 法の 問題 ： ユ ー ト ピ ア な い し終末 の 描写を 含む 文学 の 現 象 ， 系譜

を扱 うに あた っ て ， 私達は 従来の よ うな 材源 ， 影響研究を 有効な研究方法 とす

る こ とがで ぎない
。

こ れ らの 作品の 相互 の 関連は ， 個 々 の 作品や作家 同士 の 関

わ りを 越 え る 〈物語 の 制度〉 ある い は くジ ャ ン ル の 記憶〉に 関わ る もの と して

扱われなけれ ば な らない
。

4−1 ユ ー トピア の コ ンヴ ェ ン シ ョ ン ： リ ョ
ー フ シ ン （10） で は ， 語 り手は 夢

の 中 で 月へ と飛 行 す る 。 そ こ は 農業と牧畜の 栄 え る家父長制の 世界で ， 隣人を

み ずか ら の 如 くに 愛せ ， との 教 えが 実現 して い る 。 他の 天体へ の 飛 行 ，

ユ ー ト

ピ ア の 調和 した た た ず まい
， そ して 引用 され た ま っ た く同 じ聖 書語句か ら，私

達は 容易に ドス トエ
ー フ ス キ イ （47） を想起す る だ ろ う。

『お か しな 男の 夢』

の 星 間飛行は こ れ まで ， 1861年 に ス トラ
ーホ フ が rエ ポ ー

ハ 」に 載せ た ヴ ォ ル

テ ール の 『ミ ク ロ メ ガ ス 』紹介 と関係づ け られ て きた 。
ロ シ ア で は 早 く1769年 ，

マ モ ー ノ ブ （7 ） が ヴ ォ ル テ
ール の 『ミ ク 卩 メ ガ ス 』を下 敷 きに して ， 地球人

の星 間飛行 を語 っ て い る こ とか ら， リ ョ
ーフ シ ン は こ れ を 知 っ てい た と予想 さ

れ る 。
つ ま り リ ョ

ー フ シ ン と ドス ト エ
ー フ ス キ イ は ， 飛行の モ チ

ー
プ に 関 して

は共通 の 材 源 を持 つ
， と考え られ る 。

だが その ほ か の 共通点に つ い て ， 2人 を

直接結ぶ こ とか らは 何 も見 え て こ ない 。 こ こ に は夢 と飛行 とい うユ
ー

トピ ア 文

学 の 持 つ コ ン ヴ ェ ン シ ョ ン
， 1家族 の よ うな 社会構成 の 描写 ， 隣人 を 愛せ ， と

い うこ れ も複数 の ユ
ー

ト ピ ア 文学 に 繰 り返 し現れ る 教 え ， が作家 同士 の 1 対 1

の く影響関係〉を越 え て 浮か び上 が っ て い る と考え るべ ぎだ ろ う。

4− 2　 〈物語の 制度〉：同様の こ とは ペ チ ョ
ー リ ン と ドス トエ ー フ ス キ イ との 関

係に つ い て も言 え る
。

ペ チ ョ
ー

リ ン の 2 作 （32， 33）は ともに 旧世界の 滅亡 に

よ る新 しい 世 界 の 誕生を 語 るが ， 特に 後者で は 誇 り高い 若者 と清浄な乙女 ， 聖
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なる ソ フ ィ ア との 物語 が黙示録 の ヴ ィ ジ ョ ン の 中で描か れ る
。

こ こ で は 自然に

ドス b ＝ 一
フ z キ イ （43）が想起 され る 。 だ が こ こ で も私達 は両 者の 直接的な

関わ りを よ りも ， 両者を包 み込む ， よ り高次の 〈物語 の 制度〉が貫徹 し て ゆ く

あ りさ ま を観察すべ きだ ろ う。 そ して そ の と き ， 黙示 録 も， 民衆 の カ ー
ニ バ ル

も， 神秘劇の 伝統も，
こ うした ， ぐ世界 の 変容〉 を 語 る く物語の 制度〉の さま

ざま な実現 と して 捉 え られ るは ず だ
。

こ の 物語 を組織化す る制度は ， 古代か ら

文学作品 を成立 させ て きた お そ ら くは 有限 な数の コ ー ドの 一 つ な の で あ る。

4−3　コ ー ドの 機能 ：生命体が プ ロ グ ラ ム を 持つ 結晶体で ある よ う に
， 文学作

品 もま た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 生産 され ， 個体内部に 再生産 の た め の 情報を埋 め

込 ま れ ， これ を 次の 個体に 伝達 し ， 死ん で 行 く一 つ の 生命 体で あ る 。 この 遺伝

子 に あた る ， 清報機能 を持 つ もの を コ ー ドと呼ぶ
。

コ ー ドは
， 作考と作品 との

聞に 中間項 また は 媒介項 と して存在す る無名の 存在で あ る 。 無名 とい うの は
，

それ が 無数 の 作者 に よ っ て 支え られて い るば か りか ， 同時 に 無数の 読者に よ っ

て も支え られ て い るか らで あ る 。 作者 は 情動を表現す るに あた っ て ， 先行す る

無数の 作品が構成す る く文学の 場〉に ， 既に 了解事項 として 存在す る ＝ 一 ドと

〈関わ る〉（引用す る ， 変形 す る ， 吸収す る ， 誤読す る ，
パ ロ デ ィ 化す る ， 解

体す る ， 対話す る ，
メ タ 化す る ， な ど）。 読者 もまた作品内部に 組み込 まれた

情報 と， 自己 自身が属 して い る 〈文学の 場〉 の コ ン テ ク ス ト とを 関わ らせ る こ

とに よ っ て ，解読 （な い し誤読）の コ ー ドを見 い だ し ， 意味を再構成す る
。

そ

して
， 文学研究に お い て は ，

こ うした コ ー ドを視野に 入れ るこ とに よ ・） て ， A
か ら B へ の 〈影響〉， また A と B と C か らの D へ の 〈複合的影響〉 な どの か た

ち で な され て きた 関係叙述 の 方法 の 困難性を の りこ え られ るの で は ない か と考

え られ る 。 さ らに 作家の オ リジ ナ リテ ィ を ，
コ ン ヴ ェ ン シ ョ ン 部分 と切 り離 し

て 考 え る こ とが で きる こ とに なろ う （ドス トエ ー フ ス キ イ の 夢 の 手法は ユ ー ト

ピ ア 文学 に と っ て コ ン ヴ ェ ン シ ョ ナ ル な もの だ ， とい うよ うに ）。

4−4 コ ー
ドの 形 態 ： コ ー ドは 作者 と読 者 とが共有す る く文学 の 場〉を構成 し，

組織化す る 。 〔12 （寓 使徒）〕とい っ た 1語 の コ ー ドが あ り， また 1 作品 の 全体

を 1つ また は 2 つ の コ ー ドで 組織化す る よ うな ， 分節化 され た く物語の 制度〉

と して の コ ー ドもある 。
コ ー ドに は 時聞 と空 間を超 え る再生力の 強い もの と，

た ち まち消費され ， 廃棄 されて しま うもの とが ある 。 前者を グ レ ー ト ・ コ ー ド，

後者を マ イ ナ ー ・ コ ー ドと呼ぶ 。

　現在の とこ ろ ，
ロ シ ア 近代文学の な か に は ， 7 つ ほ どの グ レ ー ト ・ コ ー ドを

見い だ し得 る と考 え られ る。
こ こ で は その 1 つ と して くユ

ー
ト ピ ア ・ コ ー ドと
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終 末 の コ
ー ド〉 の あ りさ まを観 察 して きた 。

5−O 創作方法 へ の 視点 ：近 代 P シ ア の 多 くの 作家 が くユ
ー

ト ピ ア ・コ
ー ドと

終末 の コ
ー ド〉 に 関わ っ て ぎた 。

コ
ー ドの 側 か ら見 る な ら， こ こ に は それ ぞれ

の 作家の 世界観 ， 歴史観 ， 思想 （ドス トエ ー フ ス キ イ は 黙示録的感覚を 持 っ て

い た とい っ た く物語の 制度〉 との 混 同な ど） とい うよ りもむ しろ諸作家の 創作

方法の 基本的な性格が 露出 して お り，
ロ シ ア 文学 の ポ エ チ カ の 発展 を 窺 う

一
視

覚 とな り うる 。 最後に こ の こ とに ふ れ て お こ う。

5−1 ゴー ゴ リ ：注 1）の 表に ゴ ー ゴ リの 名前は 現 れ な い
。

『死せ る魂』を ユ
ー

ト ピ ア 文学 と して 完成 させ なか っ た の は ，
こ の 作家 の 方法が ， 常に 〈物語の 制

度〉の 破壊， コ ー ドを 解体 させ る不条理 の 物語を 志 向す る もの で あ っ た か らだ

と考 え られ る 。

5−2 ユ ー トピ アと メ ニ
ッ ペ ア ： ド ス ト エ ー フ ス キ イの 小説 を構成する 要素は

，

複数の 作品 と作中 人物 に 共通 し て現れ る次 の よ うな もの で あ る 。 〈失わ れ た 楽

園〉 田 園の 黄金時代／ ギ リ シ ャ ／ ア ブ ラ ハ ム と牧群 の 世界／全 自然 の ハ
ーモ ニ

イ 。 〈終末〉洪 水／旋毛 虫／豚／黙示 録。 〈変容〉福音書／大地 ／神の 観念 の 破

壊／地質学上 の 大 変動 。 〈ユ
ー

ト ピ ア 〉生 け る 水／罪の 連帯／人 神の 共同体 。

こ の よ うに 取 り出 し て み れ ば ， 彼 の 作晶を構成す る の は コ ソ ヴ ェ ン シ ョ ナ ル な

ユ
ー

ト ピ ア 文学の 〈物語 の 制度〉 で あ る よ うに 見え る 。 だが 少な くとも文学史

上 の こ の 作家の 意味は こ こ に は な い
。 作家 と して 彼が お こ な っ た こ とは ，

こ の

制 度を逆説 の 奔流 とい うシ ン タ ク ス の 中に 投 げ入 れ た こ と で あ っ た 。
こ こ に ド

ス トエ ー
フ ス キ イ の ロ シ ア 文学史に お け る新 し さ と役割 とが あ っ た 。

た と えば

ラ ス コ ー リ ニ コ フ と ソ
ー

ニ ャ の 復活 とい う黙示録 ヴ ィ ジ ョ ン とい う コ ン ヴ ェ ン

シ ョ ン の 中に ス ヴ ィ ド リ ガ イ ロ フ を登 場 さ せ ， ある い は ま た こ の く物 語の 制

度〉か ら最 も遠 く， む し ろ 内側 か ら破 壊 して ゆ く機能を持 つ ス タ ヴ ロ ーギ ン に

黄 金時代の 夢を語 らせ る とい うよ うに
。 異質な もの ， 正 反対 の もの を 結び ， 背

理 を 電ね る こ とは ，
こ の 作家の ポ エ チ カ の 基本的な方法 ， 性質で あ っ た 。

　 パ フ チ ン の 用語で 言い 替 えれ ば ，

ユ ー ト ピ ア 文学 に 出発点か ら内在 して い る

メ ニ ッ ペ ア の 世界感覚が ， ドス ト エ ー ブ X キ イ に よ っ て 極め て強 くア ク セ ン ト

づ け られ て 表現 され た ， とい うこ と に なろ う。 夢や 飛行 な ど ，
メ ニ ッ ペ ア の 方

法を 頻繁 に 用い る点な どに もこ の 作家 の 方法 の 特質は 現れ て い る 。
パ フ チ ン の

い 弓 よ うに ドス トエ
ー

フ ス キ イ は こ の 方法 を ， 西欧作冢 の なか で は た とえば ヴ

ォ ル テ ー ル か ら得 て い る 。 と同時に ， こ れ ま で 見 て ぎた よ うに ， P シ ア 近 代文
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学内部に もジ ャ ン ル と して の 可能性を秘め て （あるい は 発現 しつ つ ）生 き続け

でい た
。

卩 シ ア の ユ
ー

ト ピア 文学 を追 うこ とは ， ま た ，
ロ シ ア 近代文学に 潜在

する メ ニ ヅ ペ ア の 系譜を追 うこ とと重 な り合 うは ずで ある 。

〔81

5−3　チ ェ ホフ ： ドス F ＝ 一 フ ス キ イ の 方法を パ ラ ド ク ス
， そ して メ ニ ッ ペ ア

とすれ ば ，
チ ェ ホ フ に お い て も頻繁に 出合 う，

こ の 〈＝ ・・一 ト ピ ア ・コ ー ド と終

末の コ ー ド〉は
，

パ ロ デ a と断片化 とい う，
こ の 作家の ポ エ チ カ の な か に取 り

込 まれ て い る ， とい え よ う。

6−0 西 欧文学 とフ ォ
ー ク ロ ァ ： ユ ー トピ ァ ， ア ン チ ・ユ

ー
ト ピア ， 終末 の 物

語 の あ りか た は ， 同時代の 西欧文学 の なか の 動ぎと関連 し ， また ロ シ ア 民衆の

育て て ぎた ユ ー
ト ピア ・ イ メ ー ジ とも関わ りを持つ もの と思わ れ る 。

こ うした

点に つ い て は
， 今後 の 課題 と して ゆ きたい 。

7− O 実は お そ ら く，
ロ シ ア 近代文学の 持 つ 意味の

一
つ は ，

い ま見 て きた ユ
ー

トピ ア と終末 とを め ぐる 〈物語 の 制度〉そ の もの に 疑い を さ しは さみ ，
こ の コ

ー ドの 向 う側へ と越え出た と こ ろ に あ っ た 。
ゴ ー ゴ リ ，

ト ル ス トイ ，
ドス トエ

ー フ ス キ イ ， チ x ホ フ と進む プ 卩 セ ス に お い て そ の こ とは 実現 され ， や が て 20

世紀の ， た とえぽベ ー
ル イ の 方法へ と受け継がれ る 。

こ の 流 れ の なか で ，
コ ー

ドは 戦略 として 使われ た は ず なの だ 。 だ がそ の こ とに つ い て は 稿を改め た い
。

注（1） 私達が 対象 とす る の は 具体的に 〈理 想境 の 描写 を含む文 学 作 品〉〈終末 の 光景 の

　　描写 を含 む文 学 作品〉で あ る （それ ゆ え 『ペ テ ル ブ ル グ か ら モ ス ク ワ へ の 旅』で は

　　 「ホ チ ロ フ 」 で は な く　「ス パ ス カ ヤ ・ポ レ ス チ 」を 取 り上 げ る ）。 近 代 P シ ア に お

　　い て そ う し た 作品 は お そ ら く数限 りな く書か れ た もの で あろ うが ，
こ こ で は 以 下 に

　　挙 げ る作 品 を対象 と し て 論 を 進め た い
。 表巾 ，

＊
印 の も の は ア ソ チ

・ユ
ー ト ピ ア 作

　　品 ，

＊＊

印 の も の は 終末の 描写 を 含む 作 品 で あ る。
な お ， 個 々 の 作品 の デー

タ に つ い

　　て は 次 の 文献 を参照 D

　　B・（：BHTnoBcKHVI ．　PyccKH酪　yTon四 ecK 噛 　poMaH，　 neTporpa双，
1922 ；H・H・

　　AHuHΦepoB ． ∬y田 a　HeTep6ypra．1922．

　　B3rnfiA　cKBO3b 　cToneTzfi ．　PyccKaH ΦaHTacT 匿Ka 　XVIII　H　rlepBo 溢 nonoBuHbl

　　XIX 　BeKa ．　M ．
，

1977 ； Beqi・ioe　conHqe ．　PyccKaH　coLznanhHafi 　 yTonvafi　
H

　　HayuHa 疲 ΦaHTacTHKa （BTopa 　fi　noJoBvaHa 　XIX ・Haqano 　XX 　BeKa ）・　M ．
1979 ；

　　PyccKafi　ilvaTepaTypHaH 　yTonllfl．　M ．， 1896；CoqHHeHHH　KIm3fi　M ．　M ・Mep6a−

　　ToBa ．　CH6．， 1896 ； M ．　 repmeH30H ．　冫KH3Hh　B．　C 　neqepHHa ．　M ．， 1910 ；

　　Ho 毋Hoe 　co6paHHe 　coqHHeHH 益 E。　 A．　BapaTblHcKoro．　CH6 ．
，
19エ4．
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(1) IVS.B. JloMoHocoB. Ha  AeHb  BocmeeTBHfi  Ha  npecTop  liMnepaTpH"N

 EnHcaBeTbi I-IeTpoBHbi. 1748.

(2) A.I'I. CyMapoKoB. CoH 
"CuacT,llvaBoe

 o6tilecTBo".  1759.

(3) ¢ .A.  DMvaH. npHKnioqeHnz opeMMcToKJa. 1763.

(4) ¢ .A.  DMHH. HefiocTo"HHafi cl)opTyHa,  Mnz  I-Ioxo>KneHHe MHpaMoHAa･

 1763.

(5) O. A. 9MHH. HncbMa  DpHeeTa  n  nopaBpbi. 1766.

(6) M.M.  XepacKoB. HyMa  vanva npoilBeTaiomvafi  PMM. 1768.

(7) op.Ixl. AMHTpHeB-MaMoHoB. ABopm-iHH-tpxnoco(P. 1769.

(s) F.P. JIep)KaBHH. BHneHHe Myp3hi. 1783.

(9) M. M.  Illep6aToB. IUIyTelliecTBHe B  3eMn}o  OopvapcKyK) T-fia C.･.lliBeuKarO

 JIBopfiHHHa.  1784.
                                             t

aO BiA. JIeB!imH. HoBeti[iiee rryTeiiiecTBHe,  coHHHeHHoe  BropoAe6eneBe･

  1784.

aD ]Vl･M. XepacKoB. I<anM li I"apMoHHfl, 11peBHee  HoBecTBoBaHvaei  1786･

ca M.L  
tlynKoB.

 IfiIepecMeitiH}m. 1789.

asi A. H. PaAHiqeB. nyTe-ecTBrre  H3  I'IeTep6ypra B  MocKBy.  1790.

adi M.M.  XepacKoB. nonHnop, cbiH  I<anMa H  rapMoHnM. 1794.

aS n. IO. JIbBoB. PocHticKafi RaMena Hrm  HcToprm  MapHH,  no6poneTeabHofi

  nocenaHKH.  1794.

aO K. H. 6aT}oiuKoB. I"Ipopy"Ka B  Ai<aneMHro XyAo)i(ecTB. 1814.

aO rl.A. Bfl3eMcKHn. rleTep6ypr. 1818.

ag A･L  Ynbi6billieB. CoH. 1819.

aS B.K. Kioxenb6eicep. EBpollethcKHe imcbMa.  1820.

co" B.K. KEoxenb6eicep. 3eMn" Be3r"aBqeB. 1824.

eD di.B. 6ynrapMH. IUIpaBnoHo6Hbie He6birmllH,  HnH  CTpaHcTBoBaHHe no

  cBeTy  B nBanuaTb  neB"ToM  BeKe.  1824.

ea"' E.A. BapaTbiHcKmb. HocaenHfi" cMepTb.  1827.

CIE}"' B.¢ . OnoeBcKvati. JIBa nHH  B >Kva3im  3eMHoro  mapa.  1828.

C]4} ¢ .B.  6y"rapHff. HeBepofiTHbie He6bmHubi,  H"H  I-IyTeiilecTBvae K  cpeJco-

  TogH}o  3eMnH.  1830.

as O.B. BynrapHH. CueHa M3  gacTHon  >Ku3H",  B  2028 rony,  oT  po>KA.

  XpHcToBa. 1830.

e)e n. A. Bfl3eMcKHB. Pa3roBop  7 Aupenfi 1832  roAa.  1832.

eD** A.C.  InlyillKMH. I-Ivap Bo  BpeMfi  gyMbi.  1832.

os A.O. BexbTMaH. 3448 ron.  1833.

izsi O. Iil. CeHKoBcKmi. YgeHoe rryTemecTBvae  Ha  MenBe>KHn  OcTpoB. 1833.

Bc)'" A.C.  nyuiKMH. MenHbth  BcaAHliK.  1833.
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BD＊＊ 1＞L　K）．　JlepMoHToB・　HaBoJ．HeHHe ・1833．

 
＊＊ B・C・HeqepliH，　ToP｝KecTBo 　cMepTH ・1833・

鱒
＊＊ B．CneqepHH ．　Bo 刀bneMap ．1833．

 
＊＊ B．Φ．O 双oeBcKmb ．　HacMe 田 Ka 　MepTBe 双a．1834．

的
＊＊ B．Φ．0 汲oeBcKH 益．　ropo 双 6e3　HMeHH ・1839．

  　B．Φ．0 江oeBc 繊 苴． 4338遊 roA ．184α

働　B，A．　CoJロ 【ory6 ．　TapaHTac．1845．

縛　Φ．IM．双ocToeBcKH 盤。　Be∬HbIe　JI壬oゑM ，　 1846．

 9）
＊＊
　Φ・ハ圧、llocToeBcKH藍，　C刀a60e 　cep ／U真e．1848・

  　レLA ．　roHqapoB，　CoH　O6noMoBa．1849，

eD　 H ・r・t｛epHblLueBcKHta ．　 qTo 　Aenalsb・1863．

 
＊
　Φ．M 。双ocToeBcK 贈 ． 3anMcKH　u3 　uonnonbfi ．1864．

 
＊＊ Φ・M ・皿ocToeBcK 舶 ・ 1

’
IPecTyii．lleHHe 　H 　HaKa3aHHe ．1866．

  　H ．A ．　HeKpacoB ．　Tap6araTa苴．1870．

（4S
＊＊
　Φ，　M 。丿夏OcToeBcKH 藍．　BecbI．1871．

依》
＊＊

　Φ．ハ旺・双ocToeBcKH 角．　1ToZLpocToK．1875．

 
＊＊ Φ’M ’刀ocToeBc 畷 負．　CoH　cMe 皿 Horo 　qenoBeKa ．1877，

爾
＊＊ H．C．　TypreHeB．　Pa3roBop．1878．

鱒
＊＊ H・CTypreHeB ・ KoHe 皿 cBeTa ．1878・

6D＊

62

鱒
＊

（2）　D ．B．　Neuenschwander ．

　 the　Utopian　Works 　of 　M ．　M

　 V．F．　 Odoevskij．

（3） C．KanMbiKoB．

（4）　モ ア の 『ユ ー ト ピ ア』 は 1789年に フ ラ ン ス 語 よ り重訳，

　 1790年 に 出 されて い る 。 CM．

（5）　こ こ で は ロ シ ア 民衆 に と っ て の 失 われ た ユ
ー

ト ピ ア で あ る 〈キ テ シ 〉，

　　を ユ ー ト ピ ア と し て イ メ
ージ す る 〈白水 境〉に つ い て は 扱わ な い

。

（6）　N ，Shaw ．　 The 　 Only　 Soviet　 LiteJary　 Peasant　 Utopia．　 tt
　Slavic　 and 　 East

　 Europian　Journal　’

，1963．　No ．3．

（7） 注 1）の ア ソ ツ ィ
ーフ ェ ロ フ の ほ か ， こ の テ ー

マ を 追 っ た もの に 次の 研究が あ る 。

　J．A ．　 Gogolewski．　 The 　 Theme 　of
‘‘ Vanishing　Petersburg

”

　in　Russian

　 Literature．　 Vanderbi王t　University
，
　Ph．　D ．

，
1969．　　　　　　　　　　　　　　

鹽

　　　な お ，
フ ヴ ォ ス ト フ と プ ーシ キ ソ

， さ らに さ か の ぼ っ て ホ ラ テ ィ ウ ス
， オ ウ ィ デ

　　ィ ウ X と 『青銅 の 騎士 』 と の 関係 ， ま た 河 の 怒 り に 都 市が 没す る と い う ヨ ー
ロ ッ パ

レLCTypreHeB ．　∫la3ypHoe　uapcTI ヨo．1878．

Φ・M ・双ocToeBcKmi ．　 BpaTbA　KapaMa30Bbl・1880・

H ．H ，3」1aToBpaTcKvait ．　CoH 　cqacT 認HBoro 　My ＞KnKa ・1883・

r．H ．　ycneHcKmb，　BHHp 賀M 田 la．1885．

A．n．　qexoB．　PaccKa3　cTaplrlero 　ca 丑eBHval〈a．1894．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Themes　in　Russian　Utopian　Fiction：AStudy 　 of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Shcherbatov
，
　 A ．　 Ulybyshev

，
　 F．　 Bulgarin，　 and

　　　　　　　　　　Syracuse　University，　 Ph．　D．
，
1974．

　　　　　　　　　　BnoHcKax ‘‘3e諏eHo 角 naaIogKH
”

．　 B　KH ．： BeqHoe 　conHUe ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま た 英 語か ら の 訳 は す ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　CBfiT訌OBCKHM ，　CTP ．33・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また 日本
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　詩 の 伝統 な ど に つ い て ぽ 次 の 研究 が 示唆的 で あ る 。

　JI．　B．　flYMnHHcKHVI．　
‘‘

从 e 双HbI 茴　Bca ！lHHK’
”

Hno ∋THqecKaH 　TpaAHUH 兄 ・XVIII

　BeKa ．　B　KH ．： Hyu．IK ”H．　 BpeMeimHK ” ylllKHHcKOfi　KoMMccHM ・ 4 −5・1939・

（8）　パ フ チ ソ は メ ニ
ッ

ベ ア の 特性 と し て
，

カ
ー ニ バ ル 性 ， 自由な ・発想 ， 異 常な シ チ ；tt

　　＝
一シ i， ン ，告 の 殻後 の プ ロ と コ ン ト ラ

， 地 獄，実 験的幻 想 ， 心 理的実 験 ，
ス キ ャ

　　ソ ダ ル ， コ ソ ト ラ ス ト な ど14点 を 挙げ る 。 第 11点 に は 「メ ニ
ッ

ペ ア は しば し ば 夢や

　　未知 の 国 へ の 旅行 と い っ た 形 を と っ て 社 会的 ユ
ー ト ピ ア を 描 き，そ れ は ユ

ー ト ピ ア

　　小説 に ま っ す ぐ発展 す る こ と が あ る 」 と さ れ る が ，
こ れ ら は 本稿 の テ

ー
マ に と っ て

　　：極 め て 有 効 な 視点 と な る 。
M ．　M ．　BaxTHH．　 Hp

’
06neMbi ロosTHKH 　AocToeBcKo「o・

　H3双． 3−e．　M ．， 1972
，
　cTP ，192．（邦訳 169ペ ージ

。 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
OKoMno3MUHoHHoM 　3aKoHe 　PYccKoH　JIITepaTYPbl

　　　XVIII　H　XIX 　BeKoB
“

YTOHHfi（rH6enb ）
”

・

CaAaecva　Hr ∂TA

1−O　CoBpeMeHHb贈　aMepHKa 葺匚cKH 蔵　HccJleAoBa
・
renb 　皿．　HotagHmuBaHAep　

npoaHa
一

朋 即 ・跚 ・　 PYccK・ ・ y・・… ecl・・e 叩 … Be ・・HHA 　 U 叫 ex　n・・aT ・・eth （9・
，
18，　

21
・

24
，
25

，
36）　B　cJe ／ly正o皿エHx 　acneKTax ：

　1xapaKTep 　 qe 五〇 BeKa 　 B　PYccKoVa　yToH盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　
　2　0Kpy 冫KaK ）田 aH 　cpe 双a　B　 pycclくo珮 yTon 旺H

　3　co 【manbHafi 　cHcTeMa 　B　pyccKo負　yTofiHM　（06pa30BaHHe ・　rocy 汲apcTBeHHaA

　　cTpyl ｛Typa ，　ceMeAHafl 　Mくva3Hb ，践epKoBb ）

　4　HayKa 　H 　TexHHKa 　 B　pyccKoth　yTonHH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t］
　　5　・nvaTepaTypHafi 　HccJIe 皿oBaHHH 　B　pyccKoldi　yTonHH

　　　　　C ∂THx 冫Ke 　ToqeK 　3peHuf ｛ va　Mbl　 HonbITaeMcfl 　paccMoTpeTb　pyccKyH）
　
nHTe ’

paTypHyK〕 yTorl照 ） XVIII　H　XIX　BeKoB 　B 旺e・rroM・　　　　　　　　　　　　　　　　
．

1− 1BpyccKofi 　yTorlHH　qenoBeK 　H306pa ⊃KaeTc ∬ no ・pa3HoMy・ BonHHx 「lpoH3Be 一

ム eH ・ ・x ・6pa3 ・en ・BeKa 　 He ・T 册 ・aeTcfi ・T … peMeHI・… HaM ・6pa3a・ A ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
江PyrHx　nPoH3BeAeHHHx 　oco6eHHo 　Ho 皿qepKHBaeTc 兄　BblcoKopa3BMTblH 　pa3yM　

H ・！lH

訌lo60Bb ｝i　 MHJIocep 且He ．　 B　TpeTbHx − 3eMJIH 　 cTaHOBHTcH
‘‘ 06HTaJIH 壌 eM ．02耻IHx

uaPe 員 BceMory 取 Hx
”

（23）。

1−−2　ABa　THna 冫KH3HeHHo 直 cpe 瓜b亙； yp6aHH3M ｝玉 aHTH −yp6aHn3M・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
1−3　

‘‘OT刀H ・
｛HTeJbHafl 　qepTa 　pyccKo盤　yTonHH ，　双enalo 皿 afi　ee 　cToJlb 　Henoxo 冫KHH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
Ha 　3anaAHoeBponethclryro ，

− oTcyTcTBHe 　B　HeiE 　！leTanbHOva 　rocynapcTBeHHoa 　pe
−

r諏aMeHTa 躙 （T．　 e．　 AeTa 諏bHoro 　 3aKoHonaTegIbcTBa − C・H ・）・ HpHH 江觚 9To9
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           e

yToaHH TaKoH:
 ueM  MeHhme  rocyJlapcTBeHHorO  eTecHeHH",  TeM  nyguJe."  (C.

KanMblKOB. B KH.  BegHoe co"HIIe,  cTp.  14.) C gTliM  MHeHHeM  Mo>KHo  corna-

CHTbC",
 OAHaKO  CaeJIYeT  06PaTHTb  BHHMal･IHe  Ha  

'TO,
 UTO  BO  MHOrHX  fiPOH3BeAe-

Hld"x
 noBTopfie'rcfl  H  nongepKHBae:'cfl  rrpaBocyxcMe･

1-4 OTHomeHHe K  HayKe  H TexHHKe  B pyccl<ofi yTonMH r"y6oKO  "pOTHBO-

pegHBo. 
'

1-5 OnHH H3  HaM6o"ee  uacTo  BcTpeuaK)llmxcfi  B  sTHx  npoM3BeJzeH"fix  c"Oc06
                         '
H3no>KeHua  yTonan -  

"'coH".
 (10, 13, 37, 40, 41, 45, 46, 47, 50, 52). BcTpeqaK)Tcff

H
 TaKHe  C"oco6br,  KaK  llonaAaHHe  B ynxBuTe"bHylo cTpaHy  B Pe3YJIhTaTe

"Heo6biKHoBeHHoil

 6ypH"  (9, 21), "aH  lloneTa  (10, 20, 47) u T.A.  MecTa  cyitLe-'

CTBOBaHH"
 YToRHuecKoro  e6ulecTBa  B pa3Hbrx npoH3BeneHHfix  Pa3nHgHhl: "eTe-

P6ypr, CH6vapb, BanKaHcKxli fionyocTpoB,  npyrafl nnaHeTa,  JIyHa, rpeuHfi, H

  tst11eHCTBHe

 npoMcxonHT  B  pa3Hble BpeMeHa-B  XXIX  BeKe,  2028 F., 3448 r.,'4338

r. u T. n,

1-6 Mbl xoTMM  BblABHHyTb  rvanoTe3y  n"H  6vAyuero  Tuno,norplgecKoro  aHanH3a･

MO>I<HO nOnPa3nenHTb  pyccKHe yTonHqecl<ie IIpoH3BeAeHMfl  Ha  TPH  rPYnbl  llO

TPeM  TeHneHllHflM:  cTpeMneHvae  K  rrpocBeu.Lelumo,  I{oTopoe  oTnaeT  fipeAnOgTeHHe

YP6aHH3MY, Pa3yMy, Hayl<e  H  TexHHKe  ; eTpeMneHHe  K  pyccKoth o61uHHe,  KOTOPOe

OTJIaeT
 RPennouTeHHe  lcepeBHe,  ,rrK)6oBld  H  MxnocepnHlo  H  o6Pa3y  >KH3Hva  KPe-

9Tb"HCKOrO MHpa  ; cTpeM"eHHe  K  colo3y  moAeti  o6HoBneHHoro  THria,

2-O PyCCKOva nMTepaType  npMcy-a  u Tpanvallvafi al-IT-yTonHgecKvax  npoH3BeJleHMti･

AHTva-yTOHHgecKa" nHTepaTypa  KpHTHKyeT  yTonmo, I<oTopa"  oey>KnaeT  2Ied'

CTBHTe;IbHOCTb.

2-1 B rrosMe  
"IVieAHblti

 BcaAHHI{"  I'IyllIKHHa nonBepraeTc"  I<pmMKe  TPanHllM"

neTep6yprcKoza  ol[bi XVIII BeKa.  B  
"3ailHcKax

 li3 nollnonbfi"  KpMTMKYeTC"

"UeTBePTblta

 coH  Bepbl I-IaBnoBHbl" B poMaHe tlepllblmeBcKoro,  
"BeilvaKIrfP"I

HHKBH3UTOP"  rrOneMH3HPYeT  C HTa"bfiHCKHM  ytOHHCTOM KaMllaHen"Oth,

2-2 AAaM  H  9Ba, M3rHaHHbie  H3  Bo>Kbero pall-"apxeTHnhr"  H3rHaHua  EBreH?M

M3  ueTpoBcKoli  yTonHH. 3nech 
"naM"Tb

 >KaHpa"  npofiBnfieTcff  B noBecTBoBaHnva

B  Bvane  
"Sox<bero

 rHeBa".

3-O B HeKoTopblx  npoH3BeneHM"x  pyccKoil ,nHTepaTyPhl  MHP  BocKPeMaeTcfl,

nepe>KHB  Bceo6mylo  rH6e"h-"KoHell  cBeTa",  rne  ru6e"b  (l)yl･IxuHo}IHpyeT  B

KaHeCTBe  OJLHOrO  H3  C}O>ICeTOB  B KOMfi03HllHH  YTOrrvaUeCKOva muTePaTYPbl  KaK  B

"AnoKarmncHce",

 A  B  HeKoTopblx  npoH3BeaeHHfix  
"KoHeu

 cBeTa"  He  gTO  vaHoe,

KaK  KoHell  rroBecTBoBaHH".  IVSbl cHvaTaeM  nocuenHlie  olLHliM "3  BapxaHToB  yTo-
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mmgecKon  rmTepaTypH.

3-1 B  20-ux ronax  XIX-ro  BeKa  B Pecrm  HoflBnfinocb  MHoro  HpoH3BeAeHHth,  B

KOTOPb!x  rOBopvaTcfi  o  
"KoHlle

 cBeTa".  DTo flBneHne  HeKoTopblM  o6pa3oM  nePe-

KnHKaeTCfi  C B03HHI{HOBeHHeM  POMaHTH3Ma.
3-2  rz6Hylumb M"p  M3o6pa>KaeTc"  B  pa3Hblx MacmTa6ax.

3-3 B  KauecTBe  rlpHuHH  rH6e,uz  Hcno"b3y}oTcfi:  
"HaBonHeHHe",

 
"UYMa",

"TpHxHHa
 
",

 
"6eCbl

 B  cBMHbHx"  H  T･ Jl.

3-4 PaccKa3uHK BHflxT  rva6e"b  
"Bo

 cHe",  
"B

 BvaneHHH"  H  T･ a･

4-O  O  Heo6xoAHMocm  HoBoro  MeToAa  aHanM3a  n"TepqTyP}IOfi  YTOrmH･

4-1 HecMoTpfl Ha  HaJiHgHe  o6-nx  sueMeHToB  B yTonHfix JIeBmuHa H llocTOe'
BcKOro:  noJeT  B KocMoc,  6H6nevacl<oe ygeHHe o nK)6BH,  o6mvava  Jall, TPYnHO

npennoao)KHTb  HenocpencTBeHHoe  BnmaHHeneB-HHa  Ha  nocToeBcKoro. HapaJ-

neJIn  B ux  nPoH3BeneHuHx  o6sHcH"loTcH  yenoBHocTb}o yTofixgecKOil nHTePaTYPH･

4-2 06mee  anoKanHnczuecKoe  BH,izeHvae negepHHa H JIocToeBcKoro Mo>KHO

065fiCHMTb  TaK>Ke  He  
"ButHflHHeM",

 a 
"3aKOH

 KOMn03MllHH"  B  YTOnHgeCKOti

nHTepaType.

5-O MHorHe PyccKHe nHcaTenH  fipH6eranH  l< TaKoMy  3aKoHy  KoMn03vaUraM  
"

 YTOUHH

(rH6enb)'L B oTHouleHHH  K  sToMy  3aKoHy  oTpa>KaeTcn  cBotacTBeHHaH  Ka)KAOMY

nncaTeJIK)  ero  nogTHKa.

5-1 HogTHKa  roronfi pe3Ko fipoTMBopeuvaT  3aKoHy  KOMu03HUHH,

5-2 }<aK y)Ke enpaBen"MBo  yi<a3an M.M.  6axTHH, yTorrvagecKmi g"eMeHT

OPraHHyecKH  cogeTaeTc"  co  BceMH  gneMeHTaMM  MeHHrmeH.  CnenoBaTb  3a

HcTopHeth  pyccKoth yTonHgecKort nliTepaTypbl  3HagHT  cnenoBaTb  3a  ncToplieta

MeHHnneH  B  PyccKofi nmepaType.  B yTonHgecKHx npova3BelleHpmx  AocTOeBCKOrO

cH"bHo  al<ueHT"pytocfi  Bce  gneMeHTbl  Me}mnneH.

5-3 rlapoAmiHocTb H  opparMeHTanbHocTb yTonHgecKok KoMuo3HuHn  
LIexoBa･
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